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特集「ＯＢ会の現状と課題」

サラリーマン生活を送って
きた男性にとって、定年退
職後をどう過ごすかは切実
な課題です。『毎日が日曜日。
暇で暇でしょうがない』と
いう悩みを持つ人も多くい
ます。一方、女性は地域の
コミュニティ活動や各種サー
クルなどに積極的に参加し
ており、家庭内でのギャッ
プは拡大しています。
サクセスフル・エイジング
という言葉があります。「退
職して首尾よく歳をとる。
幸せな老後」といった意味
です。この実現には、①自
立（心身健康で経済的に自
立しているか？）②関係づ
くり（人との関わりを持ち
続けているか？）③心の充
実（心が満ちたしているか？）
が必要だと言われています。
この実現に向けて、1980年
代から日新労使の諸先輩が
先見性ある取り組みを進め
てきた組織が日新製鋼周南
ＯＢ会です。ＯＢ会では会
員数名による事務局運営で
総会開催、会報発行、趣味
グループ幹事によるゴルフ、
カラオケなど10の趣味活動
を自主運営し、気軽に参加
できる退職者のオアシスづ
くりに取り組んでいます。
しかし周南OB会を取り巻く
現状は、会員数減少、高齢
化などの現実を踏まえると、
OB会組織および財政運営の
早めの抜本的見直しが必要
な時期となりました。中長
期の組織＆財政の健全化に
向けて、『現状』を会員全体
で理解するため、検証に着
手し見直し策の検討を進め
てきましたので、中間報告
を行い、現第16期役員任期
中に一定の整理を行い会則
の改定を含め、役員会で最
終報告を行います。

日本人の平均寿命は、平成27年では男80.75歳、女86.99歳となりまし
た。一方、健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生
活できる年数）は、平成25年に男71.19歳、女74.21歳で、健康寿命か
ら平均寿命までの間が介護支援が必要な期間となり、サクセスフル・エ
イジングの取り組みが大切になっています。

結成当時480名だった会員は、平成12年には1000人台、平成14年から
は団塊の世代の定年退職などによって1100人台を保ち、右肩上がりに
会員が増え、グループ活動も年々充実してきました。

周南ＯＢ会のあゆみ

伸び続ける日本人の平均寿命と健康寿命

加速化するＯＢ会員の減少・高齢化への対応加速化するＯＢ会員の減少・高齢化への対応
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図 1　OB会員数の推移

図 2 日本人の平均寿命と健康寿命

図1　OB会員数の推移

図2　日本人の平均寿命と健康寿命

周南ＯＢ会は1984（S59）年７月に結成され今年で33年を迎え
ます。ＯＢ会設立までの定年退職者は、人と人との交流が少なく、
せめて1年に1回ぐらい酒を酌み交わしながら、昔の思い出話を
語れる場作りをと、労使が数々の課題を検討克服し今日に至りま
した。
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ここ数年、退会者(死亡者含む)が入会者を上回っており会員数は減少の一途をたどっています(図3)。
会員の平均年齢も右肩上がりになることは喜ばしいことですが、反面77歳以上の割合増加、66歳以下
の減少が予測される（図4）ことは、会費納入者減少への要因を示唆するものです。

周南ＯＢ会の運営と財政の問題

図3　会員数の変動と推測 図4　年齢別会員数と平均年齢の変動と推測
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会員数の現状と将来の推測

（図 3図 4のH29～ H31の人数はH27～ H28
の年齢別会員数減衰率より算出した予測数）
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財政の現状と将来の推測から

今後の方針

“一般会計の財源対策と支出削減の知恵を”

図5からわかるように、一般会計の収入は会員数に比例して減少してきています。一方、支出はH26,H27
年の臨時支出を除けば会報発行費がほぼ半分を占めており、残りは固定費的な要素の強いものです。会報
発行費については、編集方法の大幅な合理化、および外注化などによってH28年からかなり削減してきて
いますが、その他の費目も併せて更に知恵を出していく必要があります（図6）。一方、収支バランスを見
ると、図5からH29年以降、支出が収入を上回ることが予測されます。不足分は繰越金を取り崩していかざ
るをえませんが、正常な収支バランスが必要でしょう。近い将来やってくるであろう会員数減少、および
急速な高齢化を見据えたＯＢ会に焦点を当てて、方策を検討していかねばなりません。

会員のサクセスフル・エイジングを目標に、OB会活動の3本の矢「OB会総会」「会報発行」「趣味
グループ活動」を今後も安定して継続して行くために、会員ファーストの目線を基本に次の項目を
課題とし、具体的に対応して行きたいと考えています。

以上のご理解いただき、会則改正に関わる項目は、来る総会で提案する予定です。

・新規入会者の減少と、会員数の減少
　（退会者、物故者）への対応
　・会員の高齢化への対応

・財源不足に向けての対応（財政の健全化）
・年会費免除者の見直し
・会報頁数削減、発行部数の見直し、
　　　　その他節減項目の検討

図 5　一般会計費の実績と推測
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図 6　一般会計費支出の内訳実績と推測
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図6　一般会計支出の内訳実績と推測

図 7　一般会計繰越金の実績と推測
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図7　一般会計繰越金の実績と推測

①�運営の問題 ②財政問題
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て
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年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
金
属
工
業
㈱
と
の
統
合
に
よ
る
シ

ナ
ジ
ー
効
果
の
創
出
、
ス
テ
ン
レ
ス
や
Ｚ
Ａ
Ｍ
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収
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収
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。
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２
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４
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。
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な
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。
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た
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。
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に
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。
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鐵
住
金
㈱
グ
ル
ー
プ
に
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
当
社
グ
ル
ー
プ
の
強
み
で
あ
る
き
め
細
か
な
開
発
・
製
造
・
販
売
力
と
、
新
日
鐵
住

金
㈱
グ
ル
ー
プ
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
・
商
品
開
発
力
・
コ
ス
ト
競
争
力
や
グ
ロ
ー

バ
ル
対
応
力
を
融
合
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
事
業
展
開
を
積
極
的
に
進
め
て
行
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
我
々
は
「
工
場
は
明
る
く
元
気
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
邁
進
し
て

お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
各
位
に
も
我
々
現
役
を
応
援
頂
き
た
く
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

連
携
強
化
で
「
頼
れ
る
組
合
」
の
実
現
を
目
指
す
！

日
新
製
鋼
労
働
組
合　

周
南
支
部
執
行
委
員
長　

新
村　

一
男

　

日
新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で
ご
精
励
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
労
働
組
合
の
諸
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
絶
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
、
更
に
は
ご
支
援
を
頂
い
て

い
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
新
製
鋼
株
式
会
社
は
、
２
０
１
７
年
３
月
13
日
を
も
っ
て
正

式
に
新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
の
子
会
社
と
な
り
、
今
後
新
日
鐵
住
金
グ
ル
ー
プ
と
し
て
総

合
力
世
界
№
１
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
今
迄
以
上
に
連
携
を
深

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
日
新
製
鋼
労
働
組
合
は
、
日
新
製
鋼

グ
ル
ー
プ
で
働
く
勤
労
者
の
雇
用
の
確
保
、
さ
ら
に
は
経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
に
、
日
新
製
鋼
の
経
営
の
み
な
ら
ず
新
日
鐵
住
金
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
統

一
し
た
経
営
戦
略
に
適
応
し
て
い
く
た
め
に
、
日
新
製
鋼
労
働
組
合
と
新
日
鐵
住
金
労
働

組
合
連
合
会
の
活
動
に
お
け
る
、
連
携
を
ど
の
よ
う
に
深
め
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と

受
け
止
め
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
日
鐵
住
金
労
働
組
合
連
合
会
と
の
情
報
交
換
な
ど
、
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
労
働
運
動
を
展
開
し
組
合
員
が
「
活
き
活
き
と
安
全
に
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
」

と
「
生
活
の
安
心
・
安
定
」
更
に
は
、「
頼
れ
る
組
合
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
２
０
１
７

年
９
月
に
新
日
鐵
住
金
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
に
加
盟
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
具
体
的
な
活
動
は
、
新
日
鐵
住
金
の
グ
ル
ー
プ
経
営
に
関
わ
る
事
項
、
安
全
対
策

や
労
働
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
・
課
題
の
動
向
、
春
季
交
渉
を
中
心
と
し
た
労
働
条
件
交

渉
対
策
、
産
業
政
策
・
政
策
制
度
等
、
加
盟
組
合
の
課
題
に
つ
い
て
、
情
報
・
認
識
の
共

有
化
を
図
り
経
営
対
策
と
「
働
く
者
の
生
活
の
安
心
・
安
定
」
の
強
化
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
も
「
頼
れ
る
組
合
」
を
目
指
し
て
、
職
場
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

周
南
製
鋼
所
だ
よ
り
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が
ん
は
長
年
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
一

位
を
占
め
て
お
り
、
今
や
２
人
に
１
人

は
が
ん
に
罹
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は
そ
の
原
因
の
多
く
は
生
活
習

慣
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
も
ち
ろ
ん
、
遺
伝
的
な
要
因
や
ま

だ
分
か
っ
て
い
な
い
点
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
最
近
の
様
々
な
研
究
か
ら
、
生

活
習
慣
の
改
善
（
禁
煙
・
減
塩
・
節
酒
・

食
べ
も
の
・
運
動
・
休
養
等
）
が
が
ん

の
予
防
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

人
は
な
ぜ
が
ん
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
体
は
約
60
兆
個
の
細
胞
で
出

来
て
お
り
、
細
胞
は
絶
え
ず
分
裂
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
細
胞
分
裂
は
、
細
胞
の
設

計
図
で
あ
る
遺
伝
子
を
元
に
コ
ピ
ー
さ

れ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
が
、
日
光
か

ら
の
紫
外
線
や
車
の
排
気
ガ
ス
、
た
ば

こ
の
煙
、
放
射
線
、
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
、

活
性
酸
素
な
ど
の
刺
激
を
受
け
る
と
、

遺
伝
子
が
突
然
変
異
し
、「
コ
ピ
ー
ミ
ス
」

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ

ピ
ー
ミ
ス
が
が
ん
細
胞
の
始
ま
り
と
な

り
、
そ
れ
ら
が
異
常
な
分
裂
・
増
殖
を

く
り
返
す
こ
と
で
「
が
ん
」
が
発
症
し

ま
す
。

こ
の
突
然
変
異
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
す
る
方
法
が
日
々
の
生
活
習
慣
の
中

に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
は

そ
の
一
つ
と
し
て
、「
抗
酸
化
物
質
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

抗
酸
化
物
質
と
は
、
自
ら
体
を
張
っ
て

突
然
変
異
を
し
た
細
胞
を
攻
撃
、
破
壊

し
、
酸
化
し
て
し
ま
っ
た
細
胞
の
サ
ビ

を
お
と
す
役
割
を
し
ま
す
。

ス
テ
ン
レ
ス
の
製
造
工
程
で
言
え
ば
、

冷
延
工
程
の
酸
洗
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
「
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
」「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」「
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
」

「
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
食
品
中
に
含

ま
れ
る
抗
酸
化
物
質
の
中
で
も
最
強
で
、

小
麦
胚
芽
、
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
の
ナ
ッ

ツ
類
、
ひ
ま
わ
り
油
・
綿
実
油
な
ど
の

植
物
油
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
柑
橘
類
や
野
菜
に
多
く

含
ま
れ
ま
す
が
、
普
通
の
食
生
活
を
し

て
い
れ
ば
、
体
内
に
は
常
に
１
～
1.5
ｇ

く
ら
い
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
物
質
の

た
め
比
較
的
容
易
に
備
え
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

３
つ
め
の
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
は
緑
黃
色
野

菜
に
あ
る
赤
や
橙
、
黄
色
な
ど
の
色
素

の
こ
と
で
、
β
カ
ロ
チ
ン
や
リ
コ
ピ
ン

な
ど
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
に
ん
じ
ん
や
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
最
後
の
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
赤
ワ
イ
ン
の
ブ
ー

ム
で
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
数

の
種
類
が
あ
り
代
表
は
カ
テ
キ
ン
で
す
。

煎
茶
、
抹
茶
、
紅
茶
な
ど
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
野
菜
や
果
物
、
お
茶
な

ど
を
沢
山
と
っ
て
い
る
人
と
、
ほ
と
ん

ど
と
ら
な
い
人
と
で
は
、
が
ん
の
発
生

率
は
２
倍
も
違
う
そ
う
で
す
。
葉
物
野

菜
な
ら
味
噌
汁
椀
く
ら
い
の
器
に
毎
日

５
杯
以
上
、
バ
ナ
ナ
や
り
ん
ご
な
ど
の

果
物
は
１
個
以
上
を
目
安
に
、
積
極
的

に
食
べ
る
習
慣
を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

Le
t's

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
！

康
健

ズ
ー
リ
シ周

南
製
綱
所

総
務
部　

人
事
チ
ー
ム

保
健
師　

磯
部　

直
美

食
事
で
が
ん
を
予
防
し
よ
う 

！
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左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
近
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①　

健
康
状
態
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

日
々
、健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②　

日
々
、
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

③　

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

④　

自
由
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
下
さ
い
。

①
「
や
は
り
ガ

ン
で
す
。
切
り

ま
し
ょ
う
」。

悶
々
と
し
た

日
々
か
ら
開
放

さ
れ
た
い
一
心

で
手
術
に
踏
み

切
っ
た
。術
後
、

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
残
っ

た
人
生
は
身
を
大
切
に
し
、
家
族
に
尽
く

す
ぞ
と
固
く
誓
っ
た
。
あ
れ
か
ら
６
年
、

あ
の
誓
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
相

変
わ
ら
ず
の
酒
量
、
忍
耐
力
低
下
と
物
忘

れ
の
ひ
ど
さ
。「
う
ー
ん
」。
け
れ
ど
焦
り

は
禁
物
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
行
き
ま
す
。

②
不
確
か
な
勘
と
経
験
だ
け
で
続
け
る
野

菜
作
り
。
そ
れ
を
直
売
所
で
買
い
求
め
て

く
だ
さ
る
お
客
様
の
笑
顔
と
声
。
さ
さ
や

か
だ
が
、
作
る
喜
び
と
得
る
喜
び
を
今
同

時
に
味
わ
っ
て
い
る
。
更
に
大
き
な
楽
し

み
が
孫
と
の
時
間
だ
。
度
が
過
ぎ
る
余
り

そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
る
が
、
反
省
の
割
に
は

直
ら
な
い
。「
旺
君
、手
伝
い
あ
り
が
と
う
。

一
緒
に
写
ろ
う
ね
」。

③
製
鋼

課
時
代
、

Ｐ
Ｃ
導

入
切
り

替
え
が

進
む
中
、

恐
怖
心

か
ら
手

を
出
さ

ず
に
い

た
私
に
、

「
Ｐ
Ｃ
を
取
る
か
、
役
を
振
る
か
！
？
」

と
上
司
の
厳
し
い
通
告
。
心
乱
れ
自
棄
に

な
り
そ
う
な
私
に
す
か
さ
ず
先
輩
か
ら
、

叱
咤
と
フ
ォ
ロ
ー
（
上
司
の
思
い
）
を
受

け
た
。
お
陰
で
こ
う
し
て
会
報
の
草
稿
を

し
て
い
る
。
温
情
厚
い
上
司
と
先
輩
方
に

感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

④
近
隣
企
業
は
今
ま
さ
に
大
定
修
の
最
中
。

そ
う
言
え
ば
製
鋼
の
大
定
修
は
終
わ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？
「
熱
中
症

に
か
か
る
な
よ
！
」
思
い

は
何
時
も
同
じ
だ
。
自
宅

前
に
見
え
る
緑
地
帯
の
上

に
唯
一
覗
く
４
Ｂ
Ａ
建
屋

を
眺
め
な
が
ら
「
今
日
も

ご
安
全
に
」。

�

大
我
雅
美
（
旧
姓
西
本
）

�

千
葉
県
市
原
市　

昭
和
30
年
生　

元
製
鋼
熱
延
部

①
60
歳
過
ぎ
な

り
の
、
あ
れ
こ

れ
気
に
か
け
る

事
が
無
く
は
な

い
の
で
す
が
、

玄
米
食
、
ヨ
ガ
、

サ
プ
リ
依
存
？
、

な
ど
で
ま
あ
ま
あ
の
状
態
で
す
。

②
「
今
頃
あ
ん
た
何
し
ち
ょ
っ
て
か
」
と

聞
か
れ
た
ら
「
う
ち
ゃ
ー
ね
ぇ
、
週
1
、

２
回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
は
あ
強
よ
ー
は

な
れ
ん
じ
ゃ
ろ
う
け
ど
、
も
う
ち
ょ
っ
と

は
、
う
も
ー
な
れ
そ
う
な
気
が
す
る
ん
よ

ね
。
あ
と
ね
、
仕
事
も
張
り
あ
い
が
あ
る

ん
よ
ね
。
定
年
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム
じ
ゃ
っ

た
け
え
ね
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
働
け
る
け
ー
え
え
ん
よ
。ち
ー

た
あ
社
会
に
役
立
っ
ち
ょ
る
か
も
っ
て
幸

せ
に
思
う
ち
ょ
る
ん
よ
ね
」。（
ガ
ラ
ス
メ
ー

カ
ー
の
関
連
会
社
を
定
年
退
職
後
、
し
ば

ら
く
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
1
年
前

か
ら
週
３
日
、
障
害
者
さ
ん
の
地
域
支
援

鍛
え
る
を
テ
ー
マ
に

　
　
　  

楽
し
ん
じ
ょ
り
ま
す
　

�

山
本
　
松
夫

�

　

周
南
市
野
村　

昭
和
23
年
生　

元
製
鋼
課

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
孫
と
楽
し
く

施
設
で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
）

「
へ
ー
か
ら
年
数
回
家
族
と
出
か
け
る
、

海
ぎ
ゃ
ー
旅
行
を
楽
し
も
う
と
も
ー
て
始

め
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
の
英
会
話
も
奮
起
中
い
ね
。
楽

し
さ
半
分
、
苦
し
さ
半
分
じ
ゃ
け
ど
ね
。」

（
子
供
の
世
話
に
な
ら
な
い
老
後
力
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
が
続
け
ら
れ
る
体
力
、
旅
行

を
楽
し
む

健
康
と
気

力
、
仕
事

力
も
再
度

ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ

プ
・
・
な

ど
若
い
人
の
そ
れ
と
は
意
味
合
い
が
違
い

ま
す
が
、「
鍛
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
60
歳

代
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。）

③
ツ
レ
の
転
勤
で
千
葉
で
暮
ら
し
て
30
年

以
上
に
な
り
ま
す
が
、
今
も
日
新
時
代
の

友
人
と
交
流
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
つ
な
が

り
で
Ｏ
Ｂ
会
の
存
在
を
知
り
、
加
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
49
年
か
ら
人

事
に
４
年
、
製
鋼
熱
延
部
に
４
年
在
籍
し

ま
し
た
。
先
輩
や
仲
間
に
本
当
に
恵
ま
れ
、

笑
い
、
遊
び
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
真
面
目

に
働
い
た
？
！
実
り
豊
か
な
８
年
間
。
洒

落
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、「
反
省
ば
か
り

の
半
生
・
・��

だ
け
ど
後
悔
は
な
い
」
そ

う
言
い
切
れ
る
の
も
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
と
の
８
年
が
私
を
豊
か
に
育
ん
で
く

れ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
お
り
、
皆
さ

ん
に
は
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
で
す
。

④
な
し
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①
皆
さ
ん
お
元

気
で
す
か
。
私

は
毎
朝
、
周
南

製
鋼
所
の
東
側

の
港
か
ら
船
で

雨
天
荷
役
場
を

ま
わ
り
、
向
か

い
の
仙
島
に

通
っ
て
、
家
の
周
り
の
整
備
や
畑
作
り
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
夕
方
に
は
帰
り
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
周
南
ア
ク
ス
で
泳
い
で

お
り
ま
す
。
膝
が
悪
く
な
り
65
歳
よ
り
は

じ
め
た
水
泳
は
10
年
に
な
り
、
泳
い
だ
距

離
は
徳
山
か
ら
札
幌
を
折
り
返
し
、
現
在

京
都
を
通

過
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

お
陰
で
膝

痛
は
す
っ

か
り
治
り

ま
し
た
。

②
楽
し
み

は
周
南
ア

ク
ス
で
1

年
に
1
回

行
わ
れ
る

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ

マ
ス
タ
ー

ズ
水
泳
通
信
記
録
会
に
出
場
す
る
こ
と
で

す
。
長
距
離
部
門
最
長
の
３
０
０
０
ｍ
に

挑
戦
し
て
今
年
で
9
回
目
に
な
り
ま
す
。

目
標
は
80
歳
で
1
時
間
３
分
で
泳
ぎ
き
れ

る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

③
皆
さ
ん
も
水
泳
は
年
を
と
っ
て
も
一
人

で
出
来
全
身
運
動
に
な
る
の
で
始
め
て
み

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

④
な
し

�

竹
中
　
剛
二

　
　
　

周
南
市
三
笹
町　

�
　

昭
和
19
年
生　

元
磨
帯
鋼
検
査
課

成
当
時
は
山
間
部
の
岩
国
の
秋
中
、熊
毛
、

須
々
万
、
鹿
野
、
阿
東
町
生
雲
、
美
祢
市

か
ら
出
演
依
頼
が
あ
り
行
き
ま
し
た
。
現

在
は
周
南
市
中
心
に
年
間
12
カ
所
か
ら
出

演
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
座
員
15
人
の
平
均

年
齢
は
60
歳
、
事
務
局
兼
副
座
長
の
役
を

引
き
受
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
の

詩
吟
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
も
楽
し
ん
で
い

ま
す
。�

①
昭
和
46
年
に

中
途
退
職
し
家

業
を
継
い
で
現

在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
30
年

前
に
市
の
健
康

診
断
で
糖
尿
病

と
診
断
さ
れ
、
当
時
体
重
80
キ
ロ
あ
り
ま

し
た
が
毎
日
朝
、
夕
1
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
食
事
療
法
で
現
在
は
体
重
56
キ
ロ

で
病
院
と
薬
が
要
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

自
己
管
理
に
よ
り
晩
酌
も
毎
日
焼
酎
一
合

五
酌
ほ
ど
飲
ん
で
い
ま
す
。

②
自
治
会
で
平
成
２
年
に
素
人
劇
団

（
ひ
ょ
っ
と
こ
一
座
）
を
結
成
し
演
技
種

目
寸
劇
、
踊
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

で
２
時
間
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
ち
、
結

①
近
く
に
住
む
独
り
暮
ら
し
の
親
父
の
様

子
見
、
片
付
け
、
掃
除
や
畑
仕
事
の
手
伝

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
草
刈
り
か
ら
。

草
刈
り
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、
見
よ
う

見
ま
ね
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
方
向
が

定
ま
ら
ず
、
刈
っ
た
草
は
自
分
め
が
け
て

体
中
ゴ
ミ
だ
ら
け
。
ふ
か
し
過
ぎ
て
ガ
ス

欠
、
調
子
が
出
た
ら
今
度
は
糸
切
れ
。
そ

の
都
度
教
え
て
も
ら
い
、
ど
う
に
か
様
に

な
り
家
の
周
囲
が
少
し
き
れ
い
に
な
り
つ

つ
有
り
ま
す
。
次
は
耕
運
機
に
挑
戦
し
ま

す
。

②
先
輩
に
誘
わ
れ
て
ク
レ
ー
ン
関
係
の
技

能
講
習
の
講
師
を
始
め
ま
し
た
。
山
口
県

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

素
人
劇
団
で
奮
闘
中 

�

久
行
　
博
敏

�

　

周
南
市
三
笹
町　

昭
和
17
年
生　

元
保
全
課

島
通
い
と
ス
イ
ミ
ン
グ
で

　
　
　
　
　
　
健
康
な
毎
日
を

③
年
齢
に
は
拘
ら
ず
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神
で
目
を
外
に
向
け
て
気

持
ち
を
若
く
持
つ
事
。

④
な
し

�

竹
田
　
健
児

�

　

周
南
市
戸
田　

昭
和
25
年
生　

元
保
全
課

経
験
を
活
か
し
て

　
　
　
ク
レ
ー
ン
技
能
講
師
を 

私の兵隊漫才です

座員のひょっとこ踊り
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労
働
基
準
協
会
徳
山
支
部
に
所
属
。
玉
掛

作
業
、
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
、
小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
の
実
技
講
習
を

東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
の
実
習
棟
で

行
っ
て
い
ま
す
。
在
職
中
、
周
南
会
職
長

教
育
の
講
師
、
新
人
職
員
導
入
教
育
指
導

等
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
場
か
ら

離
れ
口
ば
か
り
で
手
が
動
か
ず
「
や
っ
て

見
せ
て
」
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
に
力
不
足
を

感
じ
て
い
ま
す
。
業
種
、
年
齡
の
異
な
る

受
講
生
を
長
時
間
一
人
で
指
導
す
る
の
は

少
々
疲
れ
ま
す
が
、「
徳
山
支
部
を
県
内

一
に
し
よ
う
」

と
ハ
ッ
パ
を
掛

け
ら
れ
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

③
日
頃
は
散
歩
や
読

書
で
の
ん
き
に
過
ご

し
て
い
ま
す
が
、
一

番
の
楽
し
み
は
６
人
の
孫
の
成
長
で
す
。

「
じ
じ
ぃ
ー
戦
い
だ
！
」
と
向
か
っ
て
く

る
孫
と
遊
ぶ
（
本
当
は
遊
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
）
時
が
一
番
で
す
。

④
な
し

�

原
　
　
徹

周
南
市
大
字
原　

昭
和
12
年
生　

元
製
鋼
課

①
1
年
前
に
脳
梗
塞
で
1
週
間
入
院
し
、

心
原
性
脳
塞
栓
症
と
診
断
さ
れ
、
病
院
の

先
生
の
説
明
に
よ
る
と
巨
人
の
長
嶋
監
督

と
同
じ
と
言
わ
れ
、
後
遺
症
も
な
く
現
在

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
剪
定
班
で

植
木
の
剪
定
を
し
て
い
ま
す
。

②
２
カ
月
に
1
回
の
Ｏ
Ｂ
会
カ
ラ
オ
ケ
に

出
席
し
て
楽
し
ん
で
ま
す
。

③
妻
が
毎
年
1
回�

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け

て
お
り
、
私
に
も
す
す
め
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
健
康
に
充
分
気
を
つ
け
て
楽
し
い

人
生
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

④
な
し

健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら

多目的実習棟（上）と人材実習棟（下）

次号から新シリーズスタート！ 原稿大募集

シリーズ「写真で見る周南今昔」に替わり次のシリーズをスタートします

（掲載が採用された方には薄謝をお贈りします）

「私のお宝紹介」
骨董品、美術品、工芸品等など、あなたがこれは私のお宝と判断し大切に

している物を、写真、簡単なコメントやエピソード、鑑定希望価格で紹介。

鑑定団は会員の皆さんで勝手にどうぞ。本物、偽物何でもOK。奮ってお寄せ下さい。

「私のペット紹介」
あなたの大切なペット、ユニークなペットを、写真、簡単なコメントや

エピソードで紹介。人間以外の動物なら何でもOK。奮ってお寄せ下さい。
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「シンガポール・ジョホールバル（マレーシア）旅行記」
～日新アジア、バル・ステンレス訪問録～ 阿部俊一郎　�大阪府豊中市��

昭和２8年生��元冷延技術課

　平成29年2月8日に開催された第16回ティオぺぺ会（アセリノックス派遣者の親睦会）にて、本
旅行企画が提案され、有志である玉井達夫、重国俊治、大川勝也と小生4名のツアーが実現した。
ツアーは3月27日から4泊5日で、格安航空券を利用しての旅である。博多からシンガポールまではマニラ経由のフィ
リピン航空を利用した。滞在先は、シンガポール市内中心部の歴史あるペニンシュラホテルとした。

　初日、まずは有名なマーライオンの散策からスタート。目の前には、高層
ビルの屋上に船が乗っているマリーナベイサン
ズがそびえる。よくもこのような建築をしたも
のである。次は、市内中心部を流れるシンガポー
ル河の遊覧観光へ。河から見る近代建築はまた
一段と違った視覚を与えてくれた。私は現役時
代に2度ほど訪れたことはあったが、すっかり近
代化された街並みには驚くばかりであった。夕
方にかけて、日新アジア・シンガポール事務所
を慰問を兼ねて表敬訪問。現地駐在の加藤GMはじめ、佐々木社長、元品質
保証課に勤務されていた平山三十志氏等に歓待していただき、シンガポール
暮らしの話に花を咲かせた。中華系、マレー系、インド系。。。様々な民族の人々
が雑居している国である。場所を変えて、
シンガポール料理の屋台風レストラン
で慰労会を。日本から持ち込んだ焼酎
とタイガービールと、すばらしい夜景

で楽しいひと時を過ごした。平山さんに紹介いただいた、チャイナタウンの
足裏マッサージ店では、一日の疲労をいやすことができた。
　2日目はいよいよ、マレーシア・ジョホールバルである。ティオぺぺ会員

でもあり、現在、バル・ステンレ
スに勤務の佃さんにホテルから工
場までの道をエスコートしていただく。工場では、オズワルド社長、日
新から派遣されている水本副社長の歓待を受ける。広々とした工場は整
然と建屋が並び、将来の製鋼、熱延
工場もすでにレイアウトが決定して
いた。玄関のポールには6本の国旗
や社旗がなびいている。また、工場
内へは佃さんが自ら運転する電動カー
トで隅々まで案内いただく。素晴ら

しいステンレス大量生産工場であった。40
トンコイル、ラインスピード100m/minの
APライン、完全自動化のZM圧延機、等など若かり
し頃に夢に描いた光景が目の前に実現しているのに
は驚くばかりであった。また、OBメンバーの訪問に
もかかわらず、記念品をいただくこととなった。夕
方は、工場幹部の方々にも合流していただき、中華
料理を囲み、スペイン語、日本語、英語が乱れ飛ぶ
楽しい交流会となった。益々の会社の御発展を祈りつつ、シンガポールへと戻る。
さて、いよいよ最終日である。MRTと呼ばれる地下鉄での市内観光へ。1回1.5S$
（約120円）のチケット自動発券機が整備されている。地下鉄はステンレスが多
用され、完全開閉型の駅ホームは核シェルターも兼用している。（次ページへ）

マーライオン(上)、マリーナサンベイズ（下）

バル・ステンレスにて
オズワルド社長（中央）水本氏（左端）佃氏（右端）

日新アジアにて　加藤氏（左上）,佐々木社長
（左上２番目）、平山氏（右上）,毒島氏（左下）
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「私の趣味　～サックスに魅せられて～」

「山の魅力とともに20年」

高橋逸水　�　周南市遠石��昭和22年生��元動力課

福井　武　�下松市久保　昭和11年生　元冷延課

リトル・インディア、マリーナベイ、オーチャードからシティホールまで戻る経路を乗り継いだ。天候がややす
ぐれなかったものの、密度の濃い旅行であった。無事にツアーを終え、現地でお世話になった方々に心より感謝
いたします。（写真提供；大川勝也氏）

　退職後は、個人での仕事第一の日々が続きましたが、10年ほど
前から少し時間に余裕が出来、若いころにやったことのあるアルトサッ
クスの演奏をしてジャズを主に楽しんでいます。多少ふけるように
なると、下手ながら人に聴いてほしくなるものです。ある御縁でプ
ロのサックス奏者(Ts高野正幹氏)と懇意になり、県内のライブハウ
スで一緒に演奏する機会を得ました。ハラハラドキドキのデビュー
でした。その時の
曲が「枯葉」でした。

11カ月の練習の成果で、私にとって忘れられない曲です。憧れの
渡辺貞夫のライブを聴きに広島に行った時は、その演奏の素晴ら
しさに心打たれました。あのパワーと繊細さに心震えました。現
在は、市内のライブ仲間との交流の機会が広がり、同じ楽器演奏
者として話が尽きません。昨年の春から、孫の二人(小4・6年生)
がアルトサックスを習い始め、月3回のレッスンに一緒に通って
います。追い越されないように、私も1日1時間の練習に励んでい
ます。

　山登りを始めて20年ほどになりますが、最初は蔵角修治氏に
誘われ鹿野の莇ケ岳に登ったのがきっかけです。山頂での爽快
感が忘れられず、県内外の山に登ってきました。ツアーにも参
加して槍ヶ岳、穂高、谷川岳などの日本アルプスにも登りました。
富士山では下山中に転倒し杖をたよりにどうにか麓へ。捻挫と思っ
ていたところ骨折との診断でギプスをして、やむなく会社を1カ
月休み迷惑をかけたことも。今は日帰り登山を楽しんでいます。
きれいな空気、爽やかな風、豊かな緑、山はまさに心を癒やし
てくれます。　（次ページへ）

ジョホールバル・チノレストランにて

レストラン・ラオパサにて
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「ガーデニング、OB会カラオケなどを楽しみながら
� 母に寄り添う日々を」

「ねんりんピックの思い出」

片山　緑　�周南市城ケ丘
昭和26年生��元契約管理

田村　豊　�下松市生野屋
昭和19年生��元周南紙業

　高齢の母が気掛りで定年延長を1年で退職を決めた途端に、母は心

筋梗塞→心不全に見舞われました。しかし母はその病をものともせ

ずに一人暮ししていた矢先、靴を履こうとして縁側から落ち、肩の

脱臼が発覚しました。それから私の介助が必要となり、月の半分は

実家の周防大島への往復生活が始まりました。94歳の今はベッドで

の生活になった為、足腰は弱り移動は手押し車の世話になっています。

耳が遠いらしいのか、自分の都合が悪い時は�「よう聞こえん!�!」と

主張し、反対に悪口はよく聞こえるようで(苦笑)、本当に都合のい

い耳をしています。それ以外は私よりも元気で口も達者でよく衝突

します。そんな時は外に出て草をとったり野菜作りを手伝ったり、又、私の趣味のガーデニングで花を育ててい

ます。周南の自宅に戻った時はエクササイズで汗をながし、OB会のカラオケにも参加し気分転換を図っています。

刺激のない生活を送っている私にもご褒美が。髙校球児の孫が去年、春の選抜に出場することが出来、甲子園に

連れて行ってくれました。プレ一している孫の姿に日頃の苦労も吹っ飛びました。こういう事も今の私にはとて

も励みになり頑張る意欲がわいてきます。以前のように旅行に行ったり山登りをするといった自由が効かない寂

しさはありますが、これからも母が穏やかに過ごせるよう寄り添って行こうと思います。

　皆様「ご安全に」�。退職して早10年余り。古稀も過ぎ、農業の傍ら健康と体力づく

りを目的に、在職中の部活動を生かし、適度な緊張感の中、満を持して放たれた矢が

的に吸い込まれる爽快感を求め弓道

を楽しんでいます。お陰様で60歳からのスポーツと文化の祭典、

全国健康福祉祭り「ねんりんピック」にも山口県選手として�5回

出場することが出来ました。鹿児島、石川、栃木、長崎などでは

大会の後、家内とのたまの観光ができ、それも楽しみの一つとなっ

ています。3年前の栃木大会では3位、次の山口大会では張り切

り過ぎて予選落ち、そして昨年の長崎大会では念願の優勝を果た

しました。これも部活でお世話になった皆さんやご理解いただい

た上司、同僚の皆さんのご好意の賜物と深く感謝しております。

これからも体力、気力の続く限り、生涯現役を目指して頑張ろう

と思っています。

山登りの基本は体力です。年と共に足腰が弱りますが、年だと思って歩かなくなったり、登らなくなると終わりです。

傘寿を迎えても登れるのは続けてきたからでしょうか。中高年の山での事故、遭難が多いと聞きます。慎重な登山

に心掛け、できるだけ長く楽しみたいたいと思っているところです。
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「新南陽護国神社しめ縄奉納」

「勝間ふれあい祭り　～子供達とともに～」

渡邊輝明　�周南市大字馬神
昭和21年生��元総務チーム

松並秀夫　�周南市大字呼坂
昭和22年生��元製鋼課

　私は平成6年に新南陽若山ライオンズクラブに入会し今年24年目を迎えます。クラ

ブは会員20名程で社会奉仕を主眼に活動しています。その一つに永源山にある護国

神社の鳥居と拝殿それぞれのしめ縄を毎年12月23日に奉納し、併せて境内の清掃も

実施しています。永源山護国神社の由来は、明治2年7月徳山藩山崎隊の戦没者23柱

の招魂場として設営、明治8年に神社となり昭和14年、町民�3千人余りの労働奉仕に

より1000坪の敷地を開拓し、

昭和16年に神社が落成しま

した。昭和44年に護国神社となり周南地区戦没者1,223

柱がお祀りしてあります。その後、昭和54年に焼失、翌

年仮拝殿を設営し現在に至っており、毎年5月1日に祭典

が行われます。平成19年に初めてしめ縄奉納を行い、私

は当初からこれを担当して本年12月には11回目の奉納

を予定しています。稲わらの確保や寒い中での奉納作業

は苦労もありますが、しめ縄作りの技術を更に高め、立

派なしめ縄を奉納し新年をお迎え頂きたいと考えています。

　私が地域で活動を始めたのは60才の頃で、コミュニティー、自治会の役員に次第

にのめり込むようになりました。特にコミュニティー活動は地域の人達との活動が多

く、人と人とのつながりが楽しく生活に潤いが出てきました。コミュニティー行事の

一つに、毎年11月に行う「勝間ふれあい祭」（�27年間継続中）があります。H27年

より小学生も参加することになり、野菜マーケットを出店し子供達の手で仕入れから

最後の収支まで行うこととしました。この授業にコミュニティーが6月より加わり一緒になってディスカッション

を進めました。一番苦労したのは野菜の集荷で

すが、これは児童のおじいちゃんおばあちゃん

に協力してもらいました。さらに日新OBの方々

にも大変協力をしていただきました。H27年度

は売上げ10万円、利益5万円、H28年度は売上

げ19万円、利益9万円と大成功でした。この行

事を授業の一つとして教育委員会に報告すると

「キャリア教育」が素晴らしいと全国19校の中

に選ばれました。私達は地域の連帯を深め協力

と協調を図り一人一人が豊かで住んで良かった

と思える地域社会を創り出したいと活動してい

ます。
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四
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れ
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落
つ
る
　
こ
の
音
が
好
き
　
夏
の
川

疎
開
の
地
　
訪
ね
く
る
女
　
夏
の
蝶

　
　
　
　
　�(

岩
政�

邦
彦
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
十
一
年
生
　
元
冷
延
課
）

鎮
魂
の
　
回
天
基
地
や
　
春
の
海

一
刷
毛
の
　
雲
銀
山
は
　
小
六
月

　
　
　
　
　(

兼
重�

和
剛
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
七
年
生
　
元
精
整
課
）

紙
風
船
　
吹
け
ば
昭
和
に
　
ま
る
四
角

藤
房
に
　
見
え
て
隠
れ
て
　
わ
が
水
車

　
　
　
　�(

末
常
　
衛
　
山
口
市
徳
地
町
　
昭
和
十
五
年
生
　
元
冷
延
課
）

優
勝
の
　
挨
拶
忘
れ
た
　
イ
ン
コ
ー
ス
　

百
五
歳
　
先
輩
逝
き
て
　
我
も
行
く

　
　
　
　
　(

中
田�

攝
雄
　
周
南
市
新
田
　
昭
和
十
年
生
　
元
本
社
）

ほ
ろ
酔
い
に
　
さ
せ
た
所
で
　
打
ち
明
け
る

挨
拶
を
　
交
わ
し
た
後
の
　
ど
な
た
様

　
　
　
　
　(

岩
瀬
　
元
　
周
南
市
栗
屋
　
昭
和
二
十
二
年
生
　
元
保
全
課
）

雨
上
が
り
　
ポ
ス
タ
ー
の
候
補
者
　
汗
び
っ
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

熊
﨑�

範
男
　
防
府
市
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

昭
和
二
十
年
生
　
元
本
社
）

俳
句

川
柳

フ
ォ
ト
フ
リ
ー
句

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
14
年
前
の
２
月
の

事
で
す
。
夜
中
に
高
熱
が
出
て
救
急
病
院

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
す
で
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
た
の
に
、

た
だ
の
風
邪
と
診
断
さ
れ
拗
れ
に
拗
れ
て

肺
炎
を
起
こ
し
て
２
週
問
の
入
院
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
事
が
私
に
と
っ
て
災
い
転
じ

て
福
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
折
角

入
院
し
た
の
だ
か
ら
と
色
々
と
検
査
を
し

た
と
こ
ろ
、偶
然
に
も
初
期
の
胃
癌
が
見
っ

か
っ
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
手
術
の
事

前
検
査
で
、
血
小
板
が
少
な
く
血
が
固
ま

ら
な
い
病
気
と
わ
か
り
国
の
難
病
指
定
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
価
な
血

液
製
剤
を
使
っ
て
何
回
も
テ
ス
ト
を
し
ま

し
た
が
血
小
板
が
上
昇
せ
ず
、
こ
れ
以
上

手
術
を
延
期
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
脾
臓
を
取
り
、
胃
、
胆
の
う
摘
出
し

72
日
間
の
入
院
後
退
院
し
ま
し
た
。
退
院

後
、
周
南
Ｏ
Ｂ
会
の
知
人
や
元
職
場
の
同

僚
に
出
逢
っ
て
も
、
20
㎏
も
痩
せ
た
私
に

誰
も
気
付
い
て
く
れ
な
く
な
り
ま
し
た(

思

い
出
し
て
下
さ
い
ね)

。

　

し
か
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
お
陰
で
成
人
病

は
全
部
ク
リ
ア
し
、
今
は
趣
味
の
カ
ラ
オ

ケ
と
少
し
ば
か
り
の
畑
に
野
菜
を
作
り
体

調
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
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　旅行が好きで、写真を撮るのが趣味でした。美術館巡りをしている時に、自分も描いてみたい、チャンスが有
れば習いたいと思っていた矢先に、初心者の水彩画教室募集があり申込んだのがきっかけです。今迄とは違った
自分が発見でき、チャレンジすることの大切さを知ることが出来ました。そしてボケ防止にもなるかなと思って
います。

大内人形�大きさ：およそ�6�㎝の球体。台は漆仕上げ。
人形の目と口入れは難しかったが、かわいく仕上がり�
ました。

木彫　ぼたんの衝立�
寸法：� 横�70� ㎝、高さ�
120�㎝、彫刻深さ最大�
2�㎝�　花びらの一枚一
枚にとても気を使って仕
上げました。�花が咲き
ほこっているところが、
とても好きです。

山﨑�浩二

周南市西千代田町
昭和20年生
元熱延課

水彩画

澤重�芳江
防府市上右田
昭和19年生

（澤重洸介・元研究部　奥様）

インテリア工芸

「クーム城」（イギリス）
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こんなグループさん紹介

冷
延
課
ロ
ー
ル
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
Ｏ
Ｂ
会

田
中　

照
雄

　

周
南
市
富
田　

昭
和
16
年
生　

元
冷
延
課

シ
リ
ー
ズ

周南製鋼所夜景

○昭和40年当時の夜景

○現在の周南製鋼所（平成29年1月）

写真提供
�熊﨑範男

（�防府市新田
�元本社）

S e r i e s

　第1精整工場の建屋にネオ
ンサインがあり、高校へ汽車
通学していた頃、山陽本線か
らもよく見えた。ライトグリー
ンの新しい建屋やネオンサイ
ンを眺めて、あんな工場で働
けたらと望んでいたらと幸運
にも入社できた。最初に買っ
た「夜景も撮れる」という初
代ヤシカエレクトロ35で撮
りに行った。時は省エネ時代
に突入しネオンサインは廃止
されて久しい。省エネファー
ストの工場を実感しながら撮
影した。

　

同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
仲
間

　

私
達
の
グ
ル
ー
プ
の
第
一
回
目
の
懇
親
会
は
、
平
成
14
年
の
３
月
16
日
に
遡

り
ま
す
。
出
席
者
は
26
名
で
、
初
回
と
あ
っ
て
盛
大
に
盛
り
上
が
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
世
話
人
は
、
吉
賀
、
長
広
、
中
村
、
原
永
、
徳
本
の
５
名
の
方
々

で
す
。
最
初
は
名
簿
作
り
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
特
に
吉
賀
さ
ん

は
趣
味
の
写
真
を
生
か
し
て
懇
親
会
の
ア
ル
バ
ム
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
話

役
の
吉
賀
、
中
村
、
原
永
氏
が
故
人
と
な
ら
れ
、
第
９
回
目
よ
り
財
間
、
山
下
、

本
田
、
田
中
、
カ
メ
ラ
担
当
の
岩
山
の
５
名
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
で
は

冷
延
課
全
体
の
Ｏ
Ｂ
会
に
発
展
し
、
今
年
３
月
に
第
16
回
を
開
催
し
、
45
名
の

全
員
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
不
破
本
元
課
長
の
エ
ー
ル
の
も
と
に
、
さ
ら
に

懇
親
会
の
輪
を
広
げ
て
皆
で
語
り
合
い
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
元
気
な
顔
ぶ
れ

に
再
会
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
新
製
鋼
Ｏ
Ｂ

会
と
共
に
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
が
歩
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

16



徳山駅南口～

徳山駅行（2・3号車）
新南陽駅行（1号車）

13時 14時 15時 16時 17時 18時

14：5013：20

15：20 16：20

16：25 18：00

18：15

14：3013：00
バス 3台
ピストン運行

受付

総会

懇親会

送迎バス運行

送迎バス運行

乾杯 万歳三唱

解散

11月8日（水）

※

※今年は集合写真撮影は行いません

タイムスケジュール

第34回OB会総会について～

～総会の概要～

～OB会総会式次第（予定）～

������◯日時　平成29年11月8日（水）
　　　受付13時20分～14時50分
　　◯送迎バス運行　13時～14時30分
　　　�　　（徳山駅南口）
　　◯場所　日新製鋼周南製鋼所体育館
　　◯予定　総会15時20分～16時20分
　　　　　　懇親会16時25分～18時
　　◯会費　￥2000
　　◯送迎バス運行　18時15分～
　　�（徳山駅南口行　新南陽駅行）
　　◯申し込み締め切り　9月20日
　　�（ご案内のはがきにて返信下さい）
　　◯お問い合わせ
　　OB会事務局（月・水・金）0834-63-1128
（詳細は会報同封のご案内でご確認下さい）

１、開会のことば
２、物故者への黙祷
３、会長挨拶　山上哲也会長
４、来賓祝辞
　　（周南製鋼所所長�早川淳也�様）
　　（日新労組周南支部委員長�新村�一男�様）
５、議事（加藤　栄�事務局長）
　（１）平成28年度活動報告
　（２）平成28年度決算・監査報告
　（３）平成29年度活動計画（案）
　（４）平成29年度予算（案）
　（５）会則の改定
　（６）役員改選
　（７）賀寿（米寿者6名）
６、新役員・幹事紹介
７、閉会のことば
　　（懇親会へ）
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３
月
例
会
で
は
93
歳

の
長
老
、
さ
ら
に
三

人
娘
「
３
Ｍ
」（
ミ

チ
コ
、
ミ
ド
リ
、
ム

ツ
ミ
）
が
参
加
し
て

華
や
か
な
例
会
で
し

た
。
マ
マ
さ
ん
手
作

り
の
美
味
し
い
料
理
、

生
ビ
ー
ル
に
お
酒
、

皆
さ
ん
の
歌
声
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま

す
。
参
加
お
待
ち
し
て
ま
ー
す
。

�

担
当
幹
事　

原
田�

亮　

浅
田
幸
雄

囲

碁

前
期
リ
ー
グ
戦
１
位
は
廣
政
昭
人
さ
ん

���

第
167
回�

1
月
18
日�

17
名
参
加

新
年
碁
会
当
日
戦
結
果
（
於
岐
山
倶
楽
部
）

　

１
位�

沼
田
政
人
（
写
真�

左
上
）

　

２
位�

福
田
仁
司

　

３
位�

津
村
和
良���

　

第
168
回�

2
月
15
日�

12
名
参
加

　

第
169
回�

3
月
15
日�

12
名
参
加

　

第
170
回�

4
月
19
日�

12
名
参
加

　

第
171
回�

5
月
17
日�

9
名
参
加

　

第
172
回�

6
月
21
日�

10
名
参
加

前
期
リ
ー
グ
個
人
戦
結
果��

　

１
位�

廣
政
昭
人

　

２
位�

内
木
正
睦�

　

３
位�

原
田
征
勝�

○
前
期
最
多
対
局
者��

32
局　

青
木　

勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

中
川
卓
夫

�

担
当
幹
事�

落
合
市
郎

新年碁会1位の沼田政人さん

5月例会対局模様

将

棋

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　

台
頭
で
実
力
伯
仲

1
月
例
会�

1
月
25
日�

7
名
参
加

3
月
例
会�

3
月
22
日�

11
名
参
加

◯
平
成
29
年
第
1
回
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦

　
　
　
　

�

5
月
24
日�

11
名
参
加

Ａ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　

宇
佐
川
敏
明�

３
勝
1
敗

　

準
優
勝　

渡
邊
輝
明�

３
勝
1
敗

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　

���

落
合
市
郎�

５
戦
全
勝

　

準
優
勝　

渡
辺
治
幾�

４
勝
１
敗

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
方
々
が
優
勝
さ
れ
た
こ
と
は
実

力
伯
仲
の
現
れ
で
あ
り

喜
ば
し
い
結
果
で
し
た
。

今
、
中
学
生
棋
士
藤
井

聡
太
４
段
の
活
躍
で
盛

り
上
が
っ
て
い
る
将
棋

に
皆
さ
ん
も
あ
や
か
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
リ
ー

グ
戦
の
日
に
は
原
田
亮

さ
ん
も
見
学
と
練
習
将

棋
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

担
当
幹
事　

渡
邉�

勲　

磯
崎
卓
司

ス
ト
レ
ス
解
消
し
て
い
ま
ー
す

周
南
市
橋
本
町
「
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
」
に
て

1
月
11
日　

新
年
例
会　

参
加
者
11
名�

3
月
8
日　

例
会　

参
加
者
16
名

ケ

オ

ラ

カ

芸

陶成
形
か
ら
焼
成
ま
で
一
貫
作
陶
に
拡
大

従
来
は
陶
器
の
成
形
を
主
体
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
希
望
も
あ
り
最
近
は
、

釉
薬
掛
け
、
窯
詰
め
、
焼
成
ま
で
に
拡
大
し
て

作
陶
の
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。
益
々
陶
芸
の
奥

深
さ
や
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
開
催
日
：
毎
週
土
・
日
曜
日
13
時
～
16
時　

○
場
所
：
周
南
市
戸
田
陶
房
「
春
」、
陶
芸
家

指
導
あ
り担

当
幹
事����

松
村��
整　

岩
山
要
治

フ

ル

ゴ日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会

第１74回大会　5月25日
中須ＧＣ　　�57名参加

優勝��篠田研一��82�Ｈ15��67（写真中）
２位��前田廣巳��87�Ｈ18��69（左）
３位��寺川哲一��86�Ｈ17��69（右）

第１73回大会　4月27日
周防ＣＣ　　61名参加

優勝��田村岩夫���84�Ｈ18��66（写真中）
２位��田中尚一　84�Ｈ16��68（左）
３位��河野和彦���83�Ｈ15��68（右）

第１72回大会　3月21日
徳山国際ＣＣ　48名参加

優勝��宮木���浩���87�Ｈ22��65（写真中）
２位��蔵角修治���83�Ｈ15��68（左）
３位��和田勝博���93�Ｈ24��69（右）

（
プ
レ
ー
オ
フ

　
　

に
よ
り
）
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ド

ト

ウ

ア

ア

大
平
山
つ
つ
じ
祭
り
に
あ
わ
せ
て
、
５
月
８
日

（
月
）、
参
加
者
15
名
で
Ｈ
29
年
春
季
の
ウ
ォ
ー

ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
日
中
黄
砂
が
ひ
ど
か
っ

た
で
す
が
、
天
気
も
ま
ず
ま
ず
で
暑
く
も
寒
く

も
な
く
、
旧
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅
の
駐
車
場

か
ら
山
頂
駅
ま
で
の
約
６
㎞
で
片
道
２
時
間
。

つ
つ
じ
は
七
分
咲
き
で
、
蕨
も
ま
だ
残
っ
て
い

て
、
そ
れ
ら
を
摘
み
な
が
ら
歩
き
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
既
に

廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
頂
駅
に
は
当
時

の
ゴ
ン
ド
ラ
が
そ
の
ま
ま
残
し
て
あ
り
、
そ
の

中
で
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、
50
数
年
前
に
乗
っ

た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。  

 

担
当
幹
事　
　
　

柳
谷
英
治　

藤
井
暢
子

毎
回
多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
を
め

ざ
し
て
、
残
り
の
大
会
に
奮
っ
て
ご
参
加
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

担
当
幹
事　

河
野  

龍
秀　

高
光  

修
司

空
豆
収
穫
と
春
植
え
野
菜
植
え
付
け

今
年
は
左
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
そ
っ
て
、
夫
々

の
収
穫
を
楽
し
み
に
作
物
を
育
て
て
お
り
ま
す
。 

菜

園

 

担
当
幹
事　

山
本
靖
彦

歌

短毎
月
第
２
火
曜
に
岐
山
倶
楽
部
に
て
短
歌
会
を

開
き
ま
し
た
。

各
自
持
ち
寄
り
の
作
品
よ
り
。

腕
伸
ば
し
　
如
雨
露
に
水
を
　
撒
き
て
ゆ
く

育
苗
箱
に
　
虹
の
立
ち
た
り

�

岡
本
　
義
明

年
々
の
　
行
事
巡
拝
の
　
近
づ
き
て

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
と
梅
　
急
ぎ
漬
け
た
り

�

福
本
　
和
夫

背
戸
山
に
　
鳴
く
朝
々
の
　
鳥
の
声
　

昨
日
ホ
ト
ト
ギ
ス
　
今
日
は
カ
ッ
コ
ウ

�

山
本
　
靖
彦

四
十
度
の
　
山
の
斜
面
に
　
真
っ
直
ぐ
に
　

植
ゑ
て
五
年
目
の
　
檜
が
育
つ

�

吉
本
　
健
一

6 5 4 3 2 H29/1 12

菜園クラブの前半期の作物と作業

空豆

里芋

枝豆

かぼちゃ

落花生

・草取り
・土寄せ

・土寄せ
・草取り

・草取り
・草取り・草取り・収穫

19

5/18 落花生の苗植え付け（9名）

4/4 里芋の種芋の植え付けと空豆の草取り（17名）

3/28 空豆の草取り（14名）

4/25　枝豆の種蒔とかぼちゃの
植え付け、空豆の草取り（17名）

6/6 空豆の収穫と枝豆、里芋の
草取り、土寄せ（17名）

　　　担当幹事　　福田   勤
　　　　　　　　　吉光啓輔



日
新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
会
会
報　

第
40
号　

発
行　

２
０
１
７
年
9
月
１
日　
　
　
　
　
　
　

編
集
責
任
者　

事
務
局
長　

加
藤　
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表
紙
説
明

◆
　
編
集
後
記
　
◆

・
Ｏ
Ｂ
会
員
の
平
均
年
齢
が
日
本
人
の
健
康
寿
命
を

上
回
っ
て
き
て
い
る
。
私
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
体

力
の
低
下
や
物
忘
れ
が
あ
る
。
自
由
投
稿
や
あ
の
人
、

こ
の
人
‥
‥
の
記
事
を
み
て
、
悩
み
や
病
気
を
経
験

し
そ
れ
に
打
ち
勝
ち
、
前
向
き
な
目
標
を
持
っ
て
強

く
生
き
る
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
と
思
う
。
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
田
中�

尚
一
）

・
特
集
記
事
「
Ｏ
Ｂ
会
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、
会

員
の
大
半
の
皆
さ
ん
が
職
場
で
Ｑ
Ｃ
や
Ｊ
Ｋ
活
動
で

問
題
解
決
に
取
り
組
ま
れ
た
世
代
で
あ
り
、
現
状
分

析
に
多
く
の
グ
ラ
フ
や
特
性
要
因
図
を
採
り
入
れ
て

理
解
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
み
た
。
当
時
身
に
つ
け

た
手
法
は
、
退
職
後
の
色
ん
な
問
題
解
決
に
も
活
か

せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
熊
崎　

範
男
）

・
会
報
発
刊
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
に
も

直
ぐ
に
全
ペ
ー
ジ
を
載
せ
て
い
る
。
過
去
の
会
報
も

好
き
な
時
に
閲
覧
で
き
る
。
財
政
見
直
し
か
ら
会
報

費
用
削
減
策
を
検
討
中
で
あ
る
。
ブ
ロ
グ
で
の
会
報

閲
覧
者
が
増
え
る
と
発
行
部
数
削
減
に
つ
な
が
り
そ

う
だ
が
、
郵
便
で
手
元
に
届
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
ら
れ
る
方
も
多
い
。
そ
ん
な
ア
ナ
ロ
グ
感
も
大
切

に
を
念
頭
に
会
報
編
集
と
ブ
ロ
グ
発
信
を
継
続
し
て

い
る
。�

（
熊
崎　

範
男
）

・
会
報
「
に
っ
し
ん
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」
は
、
第
38

号
特
集
で
掲
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
企
画
～
原
稿
募
集

～
編
集
～
校
正
～
印
刷
～
発
送
と
半
年
間
を
要
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
熊
崎
会
報
担
当
幹
事
（
第
31
号

か
ら
担
当
）
の
実
務
推
進
を
事
務
局
が
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
画
（
地
区
情
報
連
絡
員
会
議
で
の
情
報
収
集
）、

原
稿
収
集
（
会
社
・
組
合
幹
部
の
方
や
他
提
供
者
と

の
折
衝
）、
校
正
（
事
務
局
内
校
正
会
議
、
編
集
校

正
会
議
）、発
送
作
業（
幹
事
全
員
で
送
付
）を
節
目
々

で
関
係
者
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
「
み
ん
な
で
創
り
上
げ
る
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」
を

目
指
し
て
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

�

（
事
務
局
会
報
担
当　

河
嶋
龍
彦
）

平
成
29
年
4
月
１
日　

中
村  

定
義

　
　
　
　
　
　

〃　
　

国
兼  

健
史

　
　
　
　
　
　

〃　
　

藤
本　

 

孝

 

（
以
上
3
名
）

新
規
入
会
者

事
務
局
だ
よ
り

会報「にっしんオールドボーイ」のブログは
こちらからご覧になれます

http://blog.livedoor.jp/nsoblog/

検索日新製鋼周南OB会のブログ���

平
成
28
年
12
月　
　
　

高
橋　

英
雄
（
93
）

平
成
29
年
1
月
5
日　

磯
村　

一
馬
（
85
）

　
　
　
　

2
月
4
日　

橋
本　

忠
和
（
64
）

　
　
　
　

2
月
25
日　

松
岡　

俊
治
（
84
）

　
　
　
　

3
月
6
日　

宮
本　

國
彦
（
74
）

　
　
　
　

3
月
21
日　

藤
井　

宏
一
（
70
）

　
　
　
　

4
月
12
日　

浅
田　

利
治
（
81
）

　
　
　
　

4
月
16
日　

福
田　

正
雄
（
69
）

　
　
　
　

4
月
24
日　

中
谷　

勝
忠
（
83
）

　
　
　
　

5
月
1
日　

河
口　

敬
孝
（
78
）

　
　
　
　

6
月
1
日　

山
本　

一
武
（
75
）

 

（
以
上
11
名
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

会
員
物
故
者

　
　
　
（
９
４
０
名
）

平
成
29
年
６
月
末
会
員
数

新
地
区
情
報
連
絡
員
紹
介

鈴
木　

智
（
周
南
市
新
南
陽
地
区
）

　

�

昭
和
50
年
入
社
の
鈴
木

智
で
す
。
周
南
設
備
部
で

約
24
年
間
お
世
話
に
な
り
、

尼
崎
と
関
東
で
15
年
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
は
、

東
京
で
の
退
職
で
し
た
が

終
の
棲
家
を
周
南
に
決
め

平
成
26
年
秋
に
戻
り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
僅
か

で
も
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

�

（
周
南
市
大
神　

昭
和
27
年
生　

元
設
備
部
）

◯
釣
り
グ
ル
ー
プ
は
釣
果
が
期
待
さ

れ
な
い
た
め
延
期
に
、
旅
行
グ
ル
ー

プ
は
募
集
人
数
に
満
た
な
い
た
め
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

新
南
陽
地
区
の
氏
神
様
で
あ
る
山
﨑
八
幡
宮
。
地
元
の

多
く
の
企
業
が
初
詣
に
訪
れ
た
り
、
周
南
製
鋼
所
で
も

安
全
祈
願
祭
を
お
願
い
し
て
い
る
。
７
０
９
年
（
奈
良

時
代
）
富
田
河
内
の
神
室
山
に
神
が
降
臨
さ
れ
奉
斎
し

た
こ
と
が
起
源
と
い
う
。
一
説
に
は
、
豊
前
宇
佐
八
幡

宮
の
御
分
霊
を
祀
っ
た
と
も
あ
る
。
後
に
山
﨑
の
地
に

遷
し
、
明
治
維
新
を
迎
え
「
山
﨑
八
幡
宮
」
と
改
め
ら

れ
た
。
室
町
時
代
の
領
主
陶
弘
護
や
晴
賢
が
戦
勝
を
祈

願
し
た
り
、江
戸
時
代
に
は
徳
山
藩
主
の
祈
願
所
と
し
て
、

歴
代
藩
主
が
崇
敬
し
た
。
藩
主
が
大
小
３
つ
の
山
車
（
だ

し
）
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
り
神
事
は
、
今
も
「
本
山

神
事
」
と
し
て
続
く
（
９
月
第
４
土
日
）。
伝
統
神
事
の

保
存
に
一
役
か
っ
て
お
ら
れ
る
Ｏ
Ｂ
会
員
も
お
ら
れ
る
。

（
山
﨑
八
幡
宮
公
式
サ
イ
ト
参
照　

熊
崎�

範
男
）

日新周南OB会組織図

会長 副会長

事務局

総務担当

会報制作

趣味グループ 制作事務局

編集校正会議

企画編集会議
地区情報連絡員会議

総会準備運営

会員名簿作成管理
慶弔・その他

総務全般文書処理
（総会準備運営）

（2017.6現在）
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写真提供　山上哲也


